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2023 年 11 月期 通期業績予想の修正(上方修正)及び配当方針の変更 

並びに配当予想の修正（増配）に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2023 年７月 14 日開催の取締役会において、2023 年１月 13 日に公

表した 2023 年 11 月期（2022 年 12 月１日～2023 年 11 月 30 日）の業績予想を修正すると共に、配当方針の

変更及び配当予想を修正することを決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2023 年 11 月期 通期業績予想の修正（2022 年 12 月１日～2023 年 11 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 

（2023 年１月 13 日公表） 

百万円 

29,397 

百万円 

4,413 

百万円 

4,435 

百万円 

2,749 

円 銭 

119.56 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 29,973 5,510 5,558 3,779 164.34 

増 減 額 （ B － A ） + 576 + 1,097 + 1,123 + 1,030 － 

増 減 率 （ ％ ） + 2.0% + 24.9% + 25.3% + 37.5% － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 1 1 月期） 
25,605 3,824 3,813 2,366 115.03 

（注）当社は 2023 年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

（２）修正の理由 

当第２四半期累計期間の業績は当初の予想を上回り進捗しております。 

売上高については、当第２四半期累計期間の実績が上期業績予想を上回る着地となり、通期においても

概ね当初予想通りに推移すると考えております。その上で、変額保険などの資産形成商品の販売が好調な

ことから第３四半期会計期間より一部の業務品質支援金の受け取り条件が変更となることが予定されて

おり、前回予想を上回る見通しとなりました。 

営業利益、経常利益、当期純利益においては、高収益事業である広告業・教育業の受注や各種経費等の



   

見直しにより増益の見通しとなりました。 

以上の状況から、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益の全てにおいて前回予想を上回る見込みで

あり、通期の業績予想につきまして、上記の通り上方修正することといたしました。 

 

２．配当方針の変更について 

（１）配当方針変更の理由 

当社は、この度、株主の皆様への利益還元姿勢を明確にし、より積極的な利益還元を実施するため、配

当方針を変更することといたしました。 

 

（２）配当方針の変更内容 

（下線は変更部分） 

＜変更前＞ 

当社は、事業拡大のための投資を行いながら、配当性向約 40％を目安に、安定した配当の継続実施を目

指します。 

＜変更後＞ 

当社は、事業拡大のための投資を行いながら、配当性向約 45％を目安に、安定した配当の継続実施を目

指します。 

 

（３）配当方針の変更時期 

2023 年 11 月期より適用いたします。 

 

３．配当予想の修正について 

上記の業績予想の修正及び配当方針の変更に伴い、2023 年 11 月期の期末配当金予想を下記の通り修正

いたします。 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前 回 発 表 予 想 

（2023 年６月 15 日公表） 
 50 円 00 銭  50 円 00 銭  

今 回 修 正 予 想  75 円 00 銭  75 円 00 銭  

当 期 実 績 0 円 00 銭    

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 2 年 1 1 月期） 
0 円 00 銭  0 円 00 銭  0 円 00 銭  

※本資料に記載されている配当予想に関する記述は、発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき

作成したものであり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の配当額は、様々

な要因により予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


